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平成26年度	東京都8020運動推進特別事業	 第１回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成26年12月3日（水）

　平成23年から始められたこの多職種向け食育支援講習
会は４年目を迎えた。平成21年に発刊された「食育サ
ポートブック」が多くの歯科医師、栄養士の方に活用し
ていただくため、その活用法を周知することが目的と
なっている。また、多職種が情報を提供し合いながら食
育がそれぞれの立場で推進され、母子保健として乳幼児
が食育を通して健康な生涯を過ごすことが大きな目標と
なっている。
　平成26年12月３日（水）、歯科医師会館大会議室で多
数の方の参加をもって第１回多職種向け講習会が開催さ
れた。司会の山本秀樹母子保健医療常任委員会副委員長
の進行で、主催者代表として山崎一男東京都歯科医師会
副会長、山田善裕東京都福祉保健局医療政策部歯科担当
課長の挨拶で始められた。
　講演に先立ち山口学母子保健医療常任委員会委員から
「食育サポートブックの活用法」が紹介された。本冊子
は掲載されている内容についてそれぞれ問い合わせ先、
関係団体が明記され参考とするうえでの利便性が高いも
のとなっている。

講演Ⅰ

「乳幼児期の食育について」
	 講師：健康栄養学科	教授　堤　ちはる
　乳幼児期における食には、小食、偏食、食べ過ぎなど
保護者にとっても大きな悩みとなっている。この時期に
おける食生活は１回あたりの目安量にとらわれることな
く、食べる量は子どもが元気で機嫌よく過ごし活動して
いるかが食生活の基本となる。この基本となるものが母
子手帳の発達曲線で、乳幼児発達曲線に毎月の体重や身
長を記入し、その子なりに発育しているか確認が必要と
なる。同時に、この時期は子どもの歯の萌出と咀嚼機能
も大きく変化する。その変化に伴って、食材の選択や調
理法も変わる。
　現在も、保育園や各団体などで食育が実施されている
が、調理、栽培方法、三色分類の栄養指導などの取り組
みが強調される傾向がある。これらの取り組みを行って
いれば食育となる、と考えている場合があるが、将来を
見据えたとき「食を営む力の基礎を培う」ことを考慮す
れば一手段となり最終目的とはならない。子どもの生活
リズム（睡眠、運動、排便）を確立したうえで食事とな
るように、食べたくなるような生活習慣を持つことが食
育になる。最後に人間（親子）関係を含めた生活の質の
向上は図られるのも食育の重要な要素となる。避けたい
７つの「こ食」がある。「個食」「孤食」「子食」「小
食」「粉食」「固食」「濃食」以上の「こ食」は栄養バ
ランスや食嗜好の偏り、コミュニケーション能力と思い
やりの心が育ちにくい、食事のマナーが伝わりにくいな
どの弊害が生まれる。以上のことから「食育」の実践
は、特別な活動でなく普段の生活（保育）を丁寧にする
ことによっても行うことができる。

司会　山本秀樹	副委員長

山口　学	母子保健医療常任委員会委員 講演Ⅰ講師　堤　ちはる	先生
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講演Ⅱ

「地域での取り組み
　　～足立区における歯と口の健康から食育推進～」
	 講師：足立区保健所竹の塚保健総合センター

	 歯科衛生士　横田　志穂

　食は人が生きていくために欠かせない命の源であり、
生活に楽しみをもたらし、人生を豊かにするためのもの
であるはずが、近年、ライフスタイルの多様化などに伴
い食生活が大きく変化し不規則な食事や栄養の偏り、食
を大切にする心の薄れ等の問題が生じている。足立区に
おける食育の取り組みでは、児童、生徒の学校での検診
の結果や成人における歯周病健診の結果等を踏まえて、
国が策定した平成17年度の食育基本計画をもとに、食を
めぐる状況の改善をめざして平成19年度から22年度まで
を第１次食育推進計画、平成23年度から27年度を第２次
食育推進計画が実施されている。
　足立区では食育を推進するに当たり、保健所と共に、
児童生徒の歯・口の健康に問題があるとして足立区歯科
医師会が加わりライフスタイルの多様化からみられる問
題の解決にあたっている。第２次食育推進計画では「食

で育む足立の未来」として、小学校での取り組みは歯と
健康づくり自主グループと保健所の協働事業で歯と口か
ら考える食育「いい歯ね☆あだち・噛むカム教室」を
行っている。これは自主グループが噛むカムクイズを行
い、噛む大切さを目で見て印象付ける取り組みである。
　足立区における食育の取り組みはライフサイクルに合
わせたもの、また継続的に実施して将来に向け食による
健康を考えるものであり、また関わりを持つ機関が多様
にわたっていることに注目される。

母子保健医療常任委員会委員長　澤　悦夫

講演Ⅱ講師　横田志穂	先生

会場風景
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平成26年度	東京都8020運動推進特別事業	 第２回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成27年2月13日（金）

　平成27年２月13日（金）調布市文化会館たづくり８階
映像シアターにおいて平成26年度東京都８０２０運動推
進特別事業「第２回多職種向け食育支援講習会」が開催
されました。

はじめに

「食育サポートブックの活用法」
	 母子保健医療常任委員会副委員長　山本　秀樹
　講演に先立ちまして「食育サポートブックの活用法」
の紹介からはじまりました。平成21年に「食育サポート
ブック」を発行しましたが、さらに幼児期から高齢期ま
での食育をテーマとして、食べる力の発達支援、摂食・
嚥下機能支援などを含めて、より実践的なテキストして
「食育チャレンジブック」が発行される予定になってい
ます。

　調布市では、食育推進事業を企画する中で、食育の推
進には、まず食べることに興味・関心を持ち食事を楽し
むための土台となる「心」と「体」を育むこと、「食べ
方（よく噛んで食べる、姿勢）」や食卓での「コミニュ
ケーション」にも目を向けることが重要であると考えま
した。

　そこで、自分で物事を選択・決定する機会が増えてく
る小学校４・５年生を対象とし、学んだことを家族や友
人に話すことで、教育効果が家庭や地域に波及すること
を目指しました。
　調布っ子食育マイスターは食で育む「心・体・技」を
コンセプトに民間企業にも協力を仰ぎ４日間の体験学習
を行います。

プログラムの概要として、
・１日目「心得を学ぶ」
　調布っ子食育マイスターとは、食べることを通して、
自分の体（健康）を大切とし、家族や周りの人たちへの
感謝の気持ちを持ってもらいたいこと。自分だけでなく
一緒に食べる人にも食事をおいしく楽しんで食べてもら
うためには食事のマナーも大切であるということを学び
ます。
・２日目「体」を知る
　五感をつかった味覚体験教室で鼻をつまんで食べると
味がしないなど、五感の一つを使わないで食べると味が
おいしくないことなど、五感は大切であるということを
知る。
・３日目「心」を育む
　食べることを楽しむ、感謝の心を学ぶ教室で命をくれ
た生き物たちや食事を作ってくれた人への感謝の気持ち
をもつということ。
・４日目「技」を磨く
　４日間で学んだことを活かして主食・主菜・副菜の栄
養バランスを考え自分だけのマイベストランチを作る。

講演Ⅰ

「食で育む心
こころ

・体
からだ

・技
わざ

　～目指せ！調布っ子食育マイスターの取組～」
	 講師：調布市福祉健康部健康推進課
	 管理栄養士	主任　土谷喜美子
	 歯科衛生士　伊藤　訓世

山本秀樹	副委員長 講演Ⅰ講師　土谷喜美子先生 講演Ⅰ講師　伊藤訓世先生
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　４日間の教室で終えた参加児童の感想として，ここで
得たたくさんの知識を多くの人に広めたい，保護者側か
らも，子供の食に対する考え方に進歩がみられたように
感じ，今後この芽生えた興味を失うことなく「食」への
関心を家族で持ち続けたいということでした。

講演Ⅱ

「健康はつくるもの育てるもの
　　～それぞれが今出来ることから始めよう～」
	 講師：千葉市立弁天小学校	校長　小川　達也
　今現在では、何もしなければ子供たちは健康に育ちま
せん。健康な体・健康な成人を育てるために大事なこと
は食事・運動であり、そしてもう１つは生活習慣であり
ます。望ましい生活習慣を作るためには意識をして行動
していくことでその行動が無意識のうちに行われるよう
になり、それがやがて習慣となることが必要です。
　では、今なぜ健康教育、特に食に関わる内容が問題な
のか？まず、児童生徒の食生活をとりまく状況にありま
す。朝食をとらないことの習慣化、孤食（１人だけで食
べる）の増加の問題、高カロリーの食物を好むことによ
る高コレステロール低年齢化現象の問題などです。ただ
し、これは生活習慣・食事と運動の指導を行うことによ
り、数カ月後にはほとんどの場合改善される傾向にあり
ます。最も恐れることは、望ましくない食習慣をもって
いる児童が10数年後には直ぐに親になることです。いい
かえれば今の生活習慣が当たり前として引き継がれてい
くことです。
　このようなことにならないように、食育は子供たちだ
けでなく親に対しても非常に重要なことです。成人の生
活習慣病（糖尿・肥満・高脂血症インスリン耐性）は、
一般的に50％が遺伝、50％が環境と言われていますが、

これに関しても根本的に運動習慣の徹底と食生活等の改
善により防ぐことが出来ます。そして、この生活習慣病
の危険因子を今の多くの子供たちが持っていることなど
から、生活習慣病の一次予防は学校教育で行うべきもの
であるというのが先生の考えであります。願いとして子
供たちの望ましい食生活を習慣化するためにはまず、学
校教育で学校給食を生きた教材として活用することで
す。学校給食には、特性として反復性、その地域の多様
性、そして同じ時間に同じ空間で同じ物を食べること
で、食べること・食べ物・食べ方に意識をさせることが
出来ます。そして、養護教諭、栄養教諭の専門的な知
識・経験を生かし「今、学校がどのような考え方で食育
しているのか。一緒に何をしたいのか。」を明確にし、
学校、家庭、地域との連携をもって一緒に食育をしてい
くことが重要なことです。

　健康はつくるもの育てるものそして健康教育（食育）
は、ただ単に知識を得ることでなく学んだことを実践す
る力を育てることが生命であると思います。

母子保健医療常任委員会委員　斉藤嘉久

講演Ⅱ講師　小川達也	先生

会場風景
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　平成27年12月16日（水）18時30分から20時40分、歯科
医師会館１階大会議室に於いて、第１回多職種向け食育
支援講習会が開催されました。今回は、斉藤嘉久母子保
健医療常任委員会委員の司会のもと、山崎一男副会長、
白井淳子東京都福祉保健局医療政策部歯科担当課長の挨
拶の後、山本秀樹理事の「食育チャレンジブック」の紹
介に始まり、フードコーディネーターの福留奈美先生の
ご講演と江東区保健所健康推進課の松野三砂子先生のご
講演がありました。

　「家庭の味」というとまずは「おふくろの味」を思い
浮かべるでしょう。「おふくろの味」といって思い浮か
べるものは食べる側からは男女を問わず１位が肉じゃ
が、２位がカレーライス、３位が味噌汁となり、作り手
側からは１位が肉じゃが、２位が炊き込みごはん＆混ぜ
ごはん、３位が切り干し大根の煮物となるそうです。そ
して、「家庭の味」には地域性があります。同じ肉じゃ
がでも牛肉を使う家庭、豚肉を使う家庭があります。雑
煮などは味付けも家庭によって醤油味であったり、味噌
味であったりと異なります。さらには家庭ごとにこだわ
りがあります。
　次に「地域の味」について考えてみます。例えば柚の
原産地は中国の長江上流ですが、フランスでは柚が日本
の香りとしてとらえられています。一方、中国では韓国
の柚子茶の輸入急増の影響でユズは韓国のイメージが強

講演Ⅰ

「家庭の味・地域の食の伝承」
	講師：フードコーディネーター

お茶の水女子大学	専門食育士（上級）　福留　奈美

くなっています。原産地のみをオリジナルとするのでは
なく、それをどう使うかというオリジナリティに目を向
けてもらうように世界に正しく伝える必要があるでしょ
う。日本の中でも地域による違いがあります。鰹のたた
きに高知ではニンニクを入れていますが他の地域では
ショウガだけを入れています。山形の芋煮の味も牛肉
しょうゆ味の内陸風と豚肉みそ味の庄内風に分かれてい
ます。
　知らず知らず同じものとみているものが、よくよく
知っていけば地域によって、家庭によって違いがあるこ
とに気づきます。
　1960 年代までの日本家庭料理は自給自足が基本でし
た。家の畑で季節の野菜を栽培し、外のものは行商人が
売りに来ていました。麦飯をはじめカテ飯で、採れるも
のをあの手この手で調理していました。行事の時には砂
糖、魚、肉、餅、酒等の「ごちそう」がありました。山
地か平地かということで、山の幸、海の幸、川の幸、里
の幸といった「多様性」と「地域性」そして食の「知恵」
と「技」がありました。その後の高度成長期に入り、画
一化が進み、このような家庭料理が消えつつあります。
　和食は「和食；日本人の伝統的な食文化」として
2013 年ユネスコ無形文化遺産に登録されました。多様
で新鮮な食材と素材の味わいを活用していること、栄養
バランスに優れた健康的な食生活、自然の美しさや季節
の移ろいを表現していること、正月などの年中行事との
密接な関わりがあることが取り上げられています。農林
水産省によると「和食」が日本文化である理由は、自然
を尊重し家庭や地域を結んでいること、健康長寿の願い

平成27年度	東京都8020運動推進特別事業	 第１回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成27年12月16日（水）

司会　斉藤嘉久	委員

講演Ⅰ講師　福留奈美	先生



67

が込められていること、そして多様性があることとして
います。「和食」を伝え残すために、（一社）和食文化国
民会議の活動や、（一社）東京都学校歯科医会からの「味
覚とおいしさの科学～和の味を子供たちに伝えるために
～」の発刊などがあります。
　地域食の伝統喪失に立ち向かい、創立された「スロー
フード」というNPO�があります。「スローフード」の
活動指針は、消えつつある郷土料理や質の高い小生産の
食品を守ること、質の高い素材を提供してくれる小生産
者を守っていくこと、そして、子供たちを含めた消費者
全体に味の教育を進めていくことです。そのほか、農家
の高齢化、農地の荒廃に危機感を持ち、水田農業を新た
に始める若者も出てきています。
　小学校２年生と高校１年生の二人のお嬢さんの母であ
り、ふるさとを誇れる子供たちを育てたいという思いで
活動されている福留講師のお話は大変参考になるもので
した。

講演Ⅱ

「江東区の食育の取り組み」
	 講師：江東区保健所健康推進課
	 栄養指導担当係長　松野三砂子

　江東区では平成21年度に食育推進計画（平成25年度ま
で）を立てました。基本目標として、食に関する知識・
選択力の向上、食に基づく健康習慣・実践力の向上、食
に対する感謝の気持ちの醸成を掲げました。平成22年に
行った江東区小中学生への食生活アンケートの結果で
は、８～９割の児童生徒が朝ご飯を食べているというこ
とでしたが、野菜嫌い等があり、バランスがとれている
とはいえませんでした。
　平成26年度からは第二次江東区食育推進計画（平成30
年度まで）を立てました。平成25年の江東区民健康意識
調査から食育への関心はあり、また食事に関しての知識

はあるものの実践が足りないことが分かりました。そこ
で、「みんなが楽しく食べて元気な心と体を作ります」
を基本理念にし、周知から実践をテーマとしました。生
活習慣病予防につながる食育、ライフステージに応じた
事業計画を考えました。
　区民向けに、食と健康展、食育講演会、食と健康づく
り教室、食育応援講座を開催しています。また、毎年
テーマを設定しておいしいメニューコンクールを行って
います。はじめは250弱の応募者でしたが今では3,700近
い応募があります。さらに、毎年テーマを設定して江東
区食育標語を募集しています。こちらも初回は1,600余
りであった応募が今では5,600余りになっています。お
いしいメニューコンクールの歴代グランプリは、レスト
ランのメニューに挙げたいほど素晴らしい出来映えでし
た。
　当日、会場には、172名（歯科医師23名、衛生士41
名、管理栄養士33名、栄養士34名、その他は他職種）の
参加者があり、講師の興味深い話のお陰をもちまして、
あっという間に講演時間が終了してしまいました。お二
人のご講演のあと、「相手の食の嗜好を見抜く方法は何
か」といった質問も出ました。立花智子副委員長の味の
ある閉会の挨拶をもって講習会は滞りなく終了しまし
た。

母子保健医療常任委員会	委員　長井　博昭

会場風景

講演Ⅱ講師　松野三砂子	先生



68

　平成28年２月17日（水）19時より武蔵野スイングホー
ルに於いて、第２回多職種向け食育支援講習会が開催さ
れました。参加者は135名で、歯科医師、歯科衛生士、
栄養士、管理栄養士、保育士の方の参加があり、まさに
多職種向けの大変好評な講習会でした。大久保　悟母子
保健医療常任委員会委員の司会のもとに開会、山崎一男
東京都歯科医師会副会長と白井淳子東京都福祉保健局医
療政策部歯科担当課長から挨拶がありました。講師の紹
介に続き、山口学母子保健医療常任委員会副委員長より
「食育チャレンジブックの活用法」の紹介がありまし
た。
　「食育チャレンジブック」は以前の「食育サポート
ブック」からブラッシュアップしたもので、食べる力の
発達支援、摂食・嚥下機能支援などを含めたより実践的
なものになっています。地域での取り組み事例やツール
が多数掲載されており、生涯を通じた歯と口の健康づく
りに役立つものと思います。東京都福祉保健局のホーム
ページからPDF 形式でダウンロードできますので、是
非ご活用下さい。

　食べる機能の発達ということで、主に乳幼児期の摂食
機能の発達について話がありました。摂食嚥下の能力の
発達は、基本的機能の獲得が１歳半頃までと言われ、３
歳頃までには習熟し、一般的に高齢期まで維持されます。
高齢期になると減退していき、高齢者に対応した食事支
援が必要になります。摂食機能発達には８段階あり、原
始反射（探索反射、口唇反射、吸啜反射、舌挺出反射、
咬反射）が消失する経口摂取準備期から始まります。こ
の頃に離乳食を始めるのが良いそうです。次の嚥下機能
獲得期は顎間空隙がなくなるなど、口腔の形態の変化で
す。乳児は中咽頭が短く、そのため寝たままでもミルク
が飲めるそうです。中咽頭が長くなり、だんだんと哺乳
に不適合な口腔形態になって、食べる事に適した形態に
なっていきます。舌の前後運動と共に顎の前後運動が獲
得され、安定した座位が取れるようになると、捕食機能
獲得期となり、随意的に顎、口唇が閉鎖するようになり
ます。５～６ヶ月のごっくん期と呼ばれる時期です。７
～８ヶ月頃になると、押しつぶし機能獲得期となり、口
唇が左右に伸縮したり、舌の上下運動が可能となります。
もぐもぐ期と呼ばれる時期です。９～ 11 ヶ月頃には上
下唇がねじれながら協調でき、舌も左右に動くようにな
ります。かみかみ期と呼ばれる、すりつぶし機能獲得期
です。ここまでの５段階は口の動きの発達です。以降は
手の動きの発達になります。自分の口が顔のどこにある
のか、分かるようになってくると、自食準備期です。自
然と口に手がいくようになります。grasp 握る状態から
pinch つまむ事ができるようになると、手づかみ食べ機
能獲得期を経て、食具（食器）食べ機能獲得期へと進ん
で行きます。食べる事は、口唇、舌、顎を使った動きに
なるので、おしゃべりをしたり、歌ったり、顔を使った
遊びをして刺激をするといいそうです。子供の成長は、
一つずつ段階を経て機能を獲得していっているという事
がよくわかった講演でした。

講演Ⅰ

「食べる機能の発達」
	 講師：東京歯科大学口腔健康科学講座

摂食嚥下リハビリテーション研究室　大久保真衣

平成27年度 東京都8020運動推進特別事業 第２回 多職種向け食育支援講習会
  〜歯と口の健康からはじめる食育支援〜

■開催日：平成28年2月17日（水）

山口　学	母子保健医療常任委員会副委員長

講演Ⅰ講師　大久保真衣	先生
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講演Ⅱ

「新宿区の取り組み」
　①～乳幼児の口腔機能に関する事業の紹介～
	 講師：新宿区牛込保健センター　五十嵐由美子

　②新宿区における摂食嚥下機能支援について
　　～「新宿区ごっくんプロジェクト」の取り組み～
	 講師：新宿区健康推進課健康企画係　小川智詠子

　新宿区での「歯から始める子育て支援事業」について
の紹介がありました。特長として子供と子育て中の保護
者の歯と口の健康を支えるために、歯科保健を通じて子
育てを応援するデンタルサポーターの育成を実施してい
るそうです。また歯科衛生士の資格を持ち、スキルアッ
プセミナーを受講した人を地域活動歯科衛生士として登
録、保育園や幼稚園に派遣して５歳児に健康教育を実施
しているそうです。保健センターではもぐもぐごっくん
支援事業として、歯科相談や講習会を実施しているそう
です。歯科医院では診断名がないと保険治療が受けられ
ないために、個別相談のニーズが高まっているようで、
１歳児検診時より対応することによって、小さな問題で
も拾い上げていく事が重要だと感じました。

　「最後まで口から食べることを支援するまちづくり」
という副題で、高齢者に対しての食育支援についての紹
介でした。在宅療養体制の構築の中にプロジェクトは
入っているそうです。高齢者が摂食嚥下機能について、
必要な情報を得て支援を提供できるよう、多職種の連携
が大切です。また、摂食嚥下機能の低下について早めに
気づき、適切な関係機関につなげられるような体制も大
切です。課題、対策の検討から、専門職のスキルアッ
プ、ツールの開発と整備、普及啓蒙活動、関係機関と団
体連携の実際例を挙げてのプロジェクトの説明がありま
した。多職種の連携が進むには、コーディネート機能を
行う機関が必要だと感じました。

母子保健常任委員会委員　宮田佳代子

講演Ⅱ講師　小川智詠子先生、五十嵐由美子先生

会場風景
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　平成28年12月13日（火）、歯科医師会館にて第１回標
記講習会が開催されました。本講習会は東京都８０２０
運動推進特別事業として実施されており、東京都栄養士
会との共催で開催された。会場は講演者の食育に対する
知識の深さや、その知名度の広さを示すように250名を
超す参加者で埋められた。
　講演会は山崎一男東京都歯科医師会副会長、白井淳子
東京都福祉保健局医療政策部歯科担当課長の挨拶で始ま
り、立花智子母子保健医療常任委員会副委員長の司会
で、澤悦夫母子保健医療常任委員会委員長から「食育
チャレンジブックの活用法」の解説後に開催された。

　人が生活するには知育、徳育、体育、そして食育が大
切なものとなる。ここでは食育について話したい。食育
という言葉が使われたのは平成15年食育調査会が立ち上
げられてからになる。当時、子どもたちの食に関する乱
れが社会問題として表面化していた。現在、100歳を超
える人口は50年前では153名であったものが、今は6,500
名（女性82.3％）を超えている。しかしながら平均寿命
には不健康寿命も含まれている。医療費は国家予算の半
分になっていることが問題となっている。
　現在の食の乱れは核家族化（80％）が原因となり、食
に昔の習慣が活かされていない。日本の風土、習慣に基
づいた良い伝統が伝えられていないことが言われてい
る。例えば６つの「こ（個食、固食、子食、弧食、小
食、粉食）」、一人で食べる、一種類食べ、にみられ
る。多世代で食事することはそのマナー、食の常識など
一挙手一投足を見られ直されていた。子どもが適切な食
習慣を持つには家庭、学校、地域社会も担っている。核
家族は英国の産業革命に由来するが、日本でも昭和35年
所得倍増計画以来核家族が進んだ。また、食事時間が
TV�中心になっていることも食の大切さが奪われている
要因である。
　食には口の健康も大いにかかわっていることは周知の
事実で、食べることにより歯・歯茎に強い圧力をかける
ことが必要であるが、お母さんが作る料理は柔らかい料
理が中心になっている。また作らずに、子どもの成長に
合ったものが何であるかも知らずに与えている。親が悪
習慣を助長しているかもしれないが、人にはオキシトニ
ンに由来するホルモンで愛情を注げる力がある。この講
習会を通して食習慣を見直すことや、歯科関係者が機能
に合った食べ物、食べ方を伝えていただきたいと講演さ
れた。

平成28年度	東京都8020運動推進特別事業	 第１回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成28年12月13日（火）

講演Ⅰ

「食育力は、歯の健康へ」
	 講師：学校法人服部学園	服部栄養専門学校	理事長・校長

服部　幸應

澤　悦夫	母子保健医療常任委員会委員長

講演Ⅰ講師　服部幸應	先生
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講演Ⅱ

「食べる機能の発達を支援する」
	 講師：昭和大学歯学部スペシャルニーズ	口腔医学講座

口腔衛生部門	教授　弘中　祥司

　歯科からの食育への提案は人の成長に併なって変化す
る機能を知ることが大切である。その機能を知ることが
食を正しく進めることにつながっていく。上手に食べる
には口腔の形態（器官）、機能（働き）、食べる意欲
（食欲）が条件となる。人のライフステージから、発達
期（乳児期）は乳歯列の完成時に適切な食習慣が確立で
きなければ習熟期、維持期に悪影響が残ってしまう。子
どもの食の悪習慣には、食べるのに時間がかかる、偏食
をする、むら食い、遊び食べ等が挙げられている。これ
は親が適切な料理がを作れないために子どもは食べにく
い、食べないにつながっている。
　講演では、生後10週の口腔内の状態を写真で示し、歯
科医でもなかなか見る機会がない吸綴窩や乳児期前半の
口腔の形態の特徴を解説された。生後10か月から３歳児
の口腔内変化に伴い食形態も変えて与えるなど工夫が必
要となるが、専門家が一般へ伝える機会が少ない。特に
口腔機能のスクリーニング方法は、口腔運動機能はブク
ブクうがい、オーラルディアドコキネシス、咀嚼機能は

デンタルプレスケール、咀嚼力判定ガム、嚥下機能は
RSST（反復唾液嚥下テスト）、MWST（改訂水飲みテ
スト）、発達期にはブクブクうがい、口唇圧、舌圧等を
スクリーニングして適切な食が選択されるような支援が
専門家としてのポイントとなると考えられる。

母子保健医療常任委員会委員長　澤　悦夫

講演Ⅱ講師　弘中祥司	先生
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講演Ⅰ

「健康寿命延伸のための食育支援について」
	講師：公益社団法人東京都栄養士会	会長　西村　一弘

　平成29年２月６日（月）午後７時より調布文化会館た
づくり８階映像シアターにおいて「第２回多職種向け食
育支援講習会」が開催されました。宮田佳代子母子保健
医療常任委員会委員の司会のもと講演に先立ち主催者と
して山本秀樹公衆衛生担当理事より挨拶がありました。
冒頭「食育チャレンジブックの活用法」について大久保
悟母子保健医療常任委員会委員より紹介があり、講演は
二部構成で行われました。

　近年、世界的にも日本食がブームで和食は健康にいい
と言われています。ただあくまでも最近の和食が体に言
いわけで、戦前戦後の学校給食は近年のものと比べると
栄養にかたよりがあったそうです。メタボ対策にはエネ
ルギーコントロールが大事で脂質制限、糖質制限、減
塩、有酸素運動（脂肪燃焼）が提唱されており書籍やメ
ディアでもローカーボ・ダイエット、糖質制限食、主食
抜きが一大ブームとなっています。あまり知られていま
せんが低糖質・高蛋白の食事は心血管系疾患のリスクが
高まるそうです。高血圧を意識して減塩する場合も注意
しないと脱水におちいる危険があります。糖質に関して
もショ糖と分子構造が同じで結合部位だけが違うパラチ
ノースなどは消化吸収が１／５でありショ糖とパラチ
ノースを併用すればショ糖の消化吸収もおだやかになる
そうです。

平成28年度	東京都8020運動推進特別事業	 第２回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成29年2月6日（月）

　加齢により徐々に筋肉量は減少しますが年代別サルコ
ペニア有病率を男女で比較しますと80歳までは女性の方
が高いのですが、80歳以降は男性が急激に増加してまい
ります。
　ここ最近「フレイル」という言葉を耳にします。「フ
レイル」とは健康な状態と要介護状態の中間の状態で
「虚弱」を意味します。何もせずに今までの生活を続け
ると要支援や要介護状態に陥る可能性が高い状態です。
このような人達にはリハ栄養が必要になってきます。
　先生方も食欲不振の時があると思います。栄養のある
ものを取らねばと考えると思いますが先生曰く食欲不振
の時は無理せず食べられそうな物だけでいいそうです。
主食や果物、ジュースなど糖質の多い食品でかまわない
そうです。食欲が出てきたらタンパク質の多い食品で栄
養を摂ればいいそうです。タンパク質は量ばかりでなく
質が大事だそうです。
　アミノ酸のバランスでみていくと魚介類、肉類、卵
類、乳製品がすすめられます。高齢の方の中には乳製品
を避ける方もいますが先生は「乳和食」をすすめられて
いました。
　これは和食の出汁の代わりに牛乳を使うそうです。味
は全く変わらずに減塩にも繋がります。食事については
知ってるようで知らないことが多く巷にあふれている情
報が全て正しいわけでもありませんから大変に有意義な
講演でした。

大久保　悟　母子保健医療常任委員会委員

講演Ⅰ講師　西村一弘	先生
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講演Ⅱ

「食育支援で果たす口腔保健センターの役割」
	 講師：公益社団法人東京都豊島区歯科医師会

専務理事　高田　靖

　はじめに豊島区の口腔保健センター「あぜりあ歯科診
療所」の細かな説明がありました。各ライフステージに
於ける摂食嚥下機能障害への対応についてスライドを交
えながら説明されました。近年、「フレイル」「オーラル・
フレイル」と耳にすることが多くなっています。歯・口
の機能低下はサルコペニア（加齢性筋肉減弱症）やロコ
モティブシンドローム（運動器症候群）の前兆とも考え
られオーラル・フレイルの予防が全身の健康に寄与する
こともわかってきています。特に栄養面からみてみると
歯・口の健康への関心度が低く、歯周病や齲蝕を放置し
て重症化を招き、歯を喪失するなどして口の中の機能が
低下していくと、滑舌が悪くなったり、食べることがで
きない物が増えたりして食欲低下やバランスの良い食事
を摂ることができず、噛む力や舌の動き、食べる量が低
下し、低栄養、代謝量の低下、サルコペニアを引き起こ
す要因となり、ひいては要介護状態に陥ることになりま
す。食欲低下の悪循環として噛めないから柔らかいもの
を食べる。それによって咀嚼能力が低下し、ますます噛
めない物が増える。「あぜりあ歯科診療所」ではオリジ
ナルテキストを用いて短期集中訪問型サービス、介護予
防通所サービス、居宅療養管理指導と総合的に対応され
ており加えて住民向けの啓発活動や介護施設職員向けの
研修会なども実践されています。センターでは診断・評
価から指導訓練目標を定め、それにそって介護施設で訓
練が行われています。VE�検査においても通院可能なら
センターで実施し家族へ食形態の指導が行われ、患者宅

や特養ホームにおいても医師、耳鼻科医師、歯科医師の
共同診療が行われています。また看護師、栄養士、理学
療法士など他職種の方々も SNS�を活用した情報共有に
より１人の患者さんを多くの他職種の連携で見守る構図
が出来ています。現在「あぜりあ歯科診療所」では情報
の集約と事業の振り分けなど、ここに連絡すれば自動的
に次に必要な事へ進められるシステムが出来上がってい
ます。口腔のよろず相談所として理想的な形がここにあ
ると思います。
　最後に齋藤嘉久母子保健医療常任委員会委員の閉会に
て終了となりました。とても有意義な講演でした。

母子保健医療常任委員会委員　大久保　悟

講演Ⅱ講師　高田　靖	先生
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　平成29年８月28日（月）に歯科医師会館１階大会議室
にて平成29年度第１回多職種向け食育支援講習会が開催
されました。本事業は東京都８０２０運動推進特別事業
として実施されており、栄養士や保育士といった歯科医
療関係以外の職種の方の参加も多く、会場は満員となり
関心の高さがうかがえました。
　鴨打雅之母子保健医療常任委員会委員の司会のもと、
勝俣正之東京都歯科医師会副会長、三ツ木浩東京福祉保
健局医療政策部歯科担当課長の挨拶で始まりました。
　はじめに「食育チャレンジブックの活用法」と題し、
大久保悟母子保健医療常任委員会副委員長より東京都歯
科医師会編集で東京都福祉保健局医療政策課より発行さ
れております、食育チャレンジブックの紹介がありまし
た。乳幼児向けの食育支援と、高齢者向けの摂食嚥下支
援の二部構成となっており、幅広くご活用いただける内
容となっております。

講演Ⅰ

「子どもの食と口腔機能の発達について」
	 講師：日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

口腔リハビリテーション科	科長　田村　文誉

した。咽頭部では気道と食道が交錯しており、咽頭弁が
うまく機能しないと食べ物が気管に入り、むせや誤嚥性
肺炎の原因となります。うまくのみ込むためには口や舌
も動かす必要があり、食べ物の形状に応じて口の動かし
方を変えられることが大事とのことでした。実際の口の
動きをヨーグルト、お粥、ご飯、スナック菓子を食べる
様子でお示しいただきました。形状が固くなるにした
がって、口・頬・顎の動きが上下左右により複雑に動く
ようになる違いが見られました。食べる機能は本能では
なく、生まれてから発達、獲得されるものです。生まれ
てすぐには哺乳機能が備わっていますが、これは原始反
射と呼ばれる自分の意志とは無関係に起こる反射行動に
よる栄養摂取です。哺乳反射、探索反射、吸啜反射と
いった原始反射が消え始めると離乳食を始めるサインに
なります。ただし、個人差が大きく未発達のまま離乳食
を始めると誤った機能を獲得してしまうことがあるの
で、月齢ではなく発達の具合を見て判断することが大事
だそうです。自分で食べ物を手にもって食べるようにな
るころに下顎乳中切歯が萌出します。３歳頃にはほぼ大
人と同じような食べ物を食べることができるようになり
ます。
　平成26年日本歯科医学会重点研究調査で幼稚園・保育
園に通っている園児の保護者を対象に行った調査では、
子供の食事について心配事があると答えたのは54％にな
り、子供の食の問題に対し歯科医師の関わりの必要を感
じました。実際には３歳児の保護者から「噛まない」と
いう相談が多いそうで、スルメをかませ咬合力を上げた
り、舌圧計を用いたトレーニングなどの方法をとられて
いるそうです。ただし、子供の摂食機能の問題というよ
りは、特に母親の相談相手の有無や育児負担感が悩みに
関係しているという結果が出ているそうです。疾患によ
り食べることの特別な指導が必要なケース以外にも、小
児の摂食指導は「食べる機能を育むこと」であり、楽し
くおいしく食べることは社会や家庭での重要なテーマで
す。地域での歯科のサポート体制は急務ではないかとい
う提言で締めくくられました。

平成29年度	東京都8020運動推進特別事業	 第１回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成29年8月28日（月）

　田村先生からはまずクリニックの紹介があり、所在地
である多摩地区では高齢者の割合が23区よりも高くなっ
ており、診療内容も高齢者の割合が高くなっているとの
ことでした。上手に食べるには口・舌・喉の各器官が正
常に機能することが必要で、食べ物が口に取り込まれて
食道を通るまでをVF�像やVE�像にてお示しいただきま

大久保　悟　母子保健医療常任委員会副委員長
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講演Ⅱ

「母子関係から見た食」
	 講師：早稲田大学人間科学学術院人間環境科学科

発達行動学研究室	教授　根ケ山光一
　根ケ山先生は動物行動学がご専門で、母子関係という
行動から見た食についてお話しいただきました。
１．ヒトの食発達の生物学的基礎

　胎児期は母体内で親の栄養を胎盤から吸い取り、生ま
れてからは母親と密着した哺乳、離乳を経て自食という
成長過程たどります。食は母子関係の原点としてみるこ
とができ、食発達は子の自立過程とみることができま
す。ヒトは乳が薄いため哺乳期間（母子関係）が長く、
離乳後も親による食の世話が続きます。
２．ヒトの授乳・離乳の多様性

　人工栄養の存在、離乳食の存在、断乳と卒乳の選択、
江戸時代に広く行われていた捨て子と貰い乳など、社会
周囲が補佐をする仕組みが多様性を支えています。食に
関する選択が多いことは逆に悩みにつながっています。
３．食をめぐる確執

　人の食は親と子の共同作業で、受動的食から能動的食
に変化をしていきます。正しく食べてほしい親と気まま
に食べたい子の間で親子の確執が生じますが、子の拒否は
自立の証といえます。
４．日英比較

　英国では親主導的な食の供給が一般的ですが、この自立
が見えるとあっさり親が引きます。日本では親が子に尽く

そうとするため供給が長く続き、食の確執が生じやすい状
況になっています。
　食の確執を乗り越えるためには、拒否は子の自立ととら
え子の食に対して「鳥の目」をもっていきましょうと締めく
くられました。

　質疑応答ののち鴨打雅之母子保健医療常任委員会委員
の閉会の辞をもって盛会のうちに終了となりました。

母子保健医療常任委員会委員　寺澤真樹子

講演会会場の風景

講演Ⅱ　根ケ山光一	先生
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　平成29年11月16日（木）に歯科医師会館１階大会議室
にて第２回多職種向け食育支援講習会が開催されまし
た。勝俣正之副会長の開会の挨拶、吉中律母子保健医療
常任委員会委員の司会のもと開催されました。

はじめに

「食育チャレンジブックの活用法」
	 本会母子保健医療常任委員会	委員　齋藤　嘉久

講演

「いつまでも若々しく生きるために」
	 講師：白澤抗加齢医学研究所	所長　白澤　卓二

　「食育チャレンジブックの活用法」の演題のもと食育
チャレンジブックの紹介がありました。乳幼児期、高齢
期などの食育について様々な地区の実例をあげての記載
があり、活用して欲しいと説明が行われました。

　オーガニックが近年話題になっていますが、我々描い
ているものとは違い、法的に認可されている農薬、化学
肥料が使われてるケースでもオーガニックと言われ、全
てが無農薬ではないそうです。本来は５年間農薬、化学
肥料が使われていない状態で栽培されているものが本来
オーガニックとのことです。白澤先生はオーガニックの
農場、オメガ３含有の卵なども監修しています。
　白澤先生は三浦雄一郎氏（父上・三浦啓三氏（101歳
で亡くなった）の健康管理もしていた）の80歳にてのエ
ベレスト登頂のサポートもしており、低酸素状態での適
応訓練にてミトコンドリア、遺伝子等に変化が出たそう
です。三浦氏はこのようなデータが今後の医学に役立て
ることを望んでいるそうです。
　老化の個人差は細胞の老化の化学反応のスピードでの

平成29年度	東京都8020運動推進特別事業	 第２回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成29年11月16日（木）

違いで得られるものであるそうです。外側の若々しさと
は違い内側の錆つきはわからないものです。我々の脳は
50歳から変化が起き70歳頃からアルツハイマーの症状が
出てくることが多いそうです。長生きしても脳で考える
ことができなければ本当の長寿とは言えません。若々し
くエイジングした結果が介護予防となり、サクセスエイ
ジングとのとこです。アルツハイマーは50～55歳からス
タートし脳にアミロイドβ�タンパクが20～25年かけて
たまり、症状が出てくるそうです。
　アルツハイマーの予防は糖尿病、高血圧、肥満、うつ
病、運動不足、喫煙等の生活習慣病をなくすことが大事
だそうです。アルツハイマーには脳にケトン体を増やす
ことで、予防、改善することが多いようです。ココナッ
ツオイルの摂取により、血中のケトン体が増加します。
脳のケトン体を増やすことで脳海馬が機能改善すると言
われているようです。中鎖脂肪酸が肝臓で分解されてで
きるケトン体が脳のエネルギーになるようです。
　またオメガ３の摂取も脳の海馬の神経細胞に好な作用
があります。オメガ３を増やし、オメガ６を減らす食事
が求められるとのことです。現在、日本は長寿大国と言
われていますが、寝たきりや介護がなければ生活できな
い高齢者が多くいます。自分で歩行し、考え、動ける生
活を送れるのが本来の長寿社会ではないでしょうか。歯
科医師がこのような長寿社会の生活の助けになることが
国民に浸透してきました。白澤卓二先生のお話が今後の
我々の高齢者歯科において大いなる助けになるかと思い
ます。

母子保健医療常任委員会	副委員長　立花　智子

齋藤嘉久　母子保健医療常任委員会委員

講演　白澤卓二	先生



77

　平成30年９月13日（木）に歯科医師会館1階大会議室
にて平成30年度第1回多職種向け食育支援講習会が開催
されました。本事業は東京都8020運動推進特別事業とし
て実施されており、栄養士さんや保育士さんといった
歯科医療関係以外の職種の方の参加も多く、会場には
約230名の参加者がつめかけ関心の高さがうかがえまし
た。
　山口学母子保健医療常任委員会委員長の司会のもと、
勝俣正之東京都歯科医師会副会長、三ツ木浩東京都福祉
保健局医療政策部歯科担当課長の挨拶で始まりました。
　はじめに「食育チャレンジブックの活用法」と題し、
大久保悟母子保健医療常任委員会副委員長より東京都歯
科医師会編集で東京都福祉保健局医療政策課より発行さ
れております、食育チャレンジブックの紹介がありまし
た。乳幼児向け食育支援と、高齢者向け摂食嚥下支援の
2部構成となっております。また実践事例も多く載せら
れているため幅広くご活用いただける内容となっており
ます。

平成30年度	東京都8020運動推進特別事業	 第１回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成30年9月13日（木）

　講師の赤堀先生は、赤堀料理学園の６代目の校長で
す。初代の赤堀峯吉先生は明治15年に赤堀割烹教場とい
うお料理学校を日本橋で開校し、また割烹着を作った方
としてよく知られています。江戸時代から明治に移行し
てしばらく経ったころ（時代の沸騰もようやく落ち着い
てきた頃）、何とか一般の人たちの食事、食生活がよく
ならないものかと思い、家庭料理をご婦人たちに教える
というところから始められたそうです。３代目は大正天
皇の料理番をお務めになられたそうで、時代の流れと日
本人はどんな食生活をしてきたかということの資料をた
くさん使ってご説明いただき、大変面白い講演のスター
トでした。赤堀先生の現在のお仕事は多岐にわたり、大
学での栄養学の研究や教育、成人、小・中学生への料理
教室、テレビドラマや雑誌などのお料理監修です。中で
も力を入れてらっしゃるのが、月に５～６回行っている
という小中学生に対するお料理教室です。食事、食生
活、家族のあり方を再認識させるため、お料理だけでな
く正しいマナー、箸の使い方、挨拶の仕方などを伝えて
いるとおっしゃっていました。まさに食べることは生き
ること、命そのものです。食育の切り口というのはいろ
いろあるけれど、生きることへの教育、命の教育なのだ
ということがよくわかりました。
　また、赤堀先生は管理栄養士の資格もお持ちです。お
話の中に“時間栄養学”に関するものもありました。そ
れによると、人間の体内にある時計というのは各器官に
よって時間がまちまちだそうです。つまり１日を24時間
と認識している器官もあれば、24.5時間と認識している
器官もあります。それを合わせることなく過ごしている
と免疫力が低下し、病気になってしまいます。予防未病
対策として挙げられるのがそれらの器官の全ての時計を
24時間合わせることです。その手段が、味わう食事、質
の高い睡眠、適度な運動だそうです。また、食事の量と
して、朝昼夜のバランスの理想的なものは４：３：３で

講演

「食体験の重要性
　　～子供に伝えたい食の大切さ～」
	 講師：赤堀料理学園校長
	 管理栄養士　赤堀　博美

大久保　悟　母子保健医療常任委員会副委員長
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す。夜の食事の割合が多いと体内時計がずれてしまいま
す。特に21時以降の食事には注意が必要で肥満、生活習
慣病との因果関係が、有意に認められるとのことでし
た。また、食事をいただく時間についてですが朝食時間
プラス12時間に夕食を食べおわっているのが時間栄養学
的には理想的な生活です。つまり朝食を7時に摂るとす
ると19時には夕飯を食べおわっているのがいいというこ
とです。そして理想的な朝食は、炭水化物＋タンパク質
＋魚油が含まれている食事です。つまり和朝食が理想的
な朝食ということになります。現代では、皆忙しく欧米
スタイルの朝食に変わってきていますが、できるときは
和朝食を1日のスタートにしたいものです。
　さて、和食についても先生からお話がありました。和
食はいうまでもなく世界遺産に登録されています。和食
の基本の一汁三菜は低脂肪、低エネルギーで栄養バラン
スにも優れています。しかし、食塩の摂取量が他国の料
理よりも多いのが欠点です。今では、そういうところが
見直され野菜などの生鮮食品を一緒に沢山いただいた
り、お出汁などを使って少ない塩分で調理するようすす
めているようです。和食の食べ方の大きな特徴の1つに
“口内調味（口中調味ともいうそうです）”というのが
あります。和食は一つのお膳の上に主菜、副菜を一緒に
のせて供されます。それをご飯、おかず、お汁という順
で口に運びます。それらの食材が口の中で咀嚼されるこ
とによって味が合わさり、最高の調理をするというもの
です。まさに口内調味には、清潔で健康な口腔内が必要
なのです。また、“うま味”も和食の大きな特徴です。
それは調理を軟水でできるという日本の地理的優位性の
１つといえるでしょう。欧米のいわゆる硬い水では、お
肉やお魚、野菜からのお出汁がうまく出ないのだそう
です。欧米の人たちもこの食べ物の持つ“うま味”を
UMAMIとして日本の新しい魅力の１つとしてとらえて
いるようです。出来あい食、コンビニ食が蔓延する中、
私たちもこの“うま味”を子どもたちに上手に伝えてい
きたいものです。
　食育の切り口の１つとして赤堀先生が強調されていた
のが、お箸の持ち方、使い方や食べ物を残さない、捨て
ないといった食事についてのマナーについてです。きら

いな人と食事をすると栄養の摂取率が悪くなるという研
究があるそうですが、食事のマナーというのは一緒に食
事をする相手と気持ちよく接するための大切なもので
す。食具を正しく使い、食べ物や作ってくれた人に敬意
を表し、正しい姿勢で楽しく食べる。これは全ての物事
に接するときの態度に共通するものといっていいでしょ
う。子供たちに正しい調理を教え、やらせてみるという
こと、ひいては物事の正しい体験をさせるということは
とても大切なことです。
　食育支援といってもいろいろな切り口があります。そ
れは各職種に合わせて自分たちの得意な切り口から行え
ばいいものです。今回のような多職種向けの講演会は自
分たちに何ができるか、他の職種の方たちとどう協力で
きるかということを明らかにする上でとても大切な機会
だったと思います。これからも歯科医師は子どもや高齢
者の食育についての旗ふり役にならなくてはいけませ
ん。食べることは生きること、命そのものです。そう、
私たちは命の旗ふり役なのです。これからも歯科衛生士
さん、栄養士さん、保育や介護に関わる方々と一緒にさ
わやかに食支援に取り組んでいきたいと思います。
今回は、赤堀先生の明るいお人柄が出た楽しい講演会で
した。

　質疑応答ののち吉中律母子保健常任委員会委員の閉会
の辞をもって盛会のうちに終了となりました。

母子保健常任委員会委員　黒田俊太郎

講演　赤堀博美	先生



79

平成30年度	東京都8020運動推進特別事業	 第２回 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：平成30年11月28日（水）

　平成30年11月28日（水）に歯科医師会館一階大会議場
にて平成30年度第２回多職種向け食育支援講習会が開催
されました。本事業は東京都８０２０運動推進特別事業
として実施されており、近年の食育への関心の高まりも
あり栄養士や保育士といった歯科医療関係以外の職種の
方も多数ご参加いただき、会場は満員となりました。
　大久保悟母子保健医療常任委員会副委員長の司会のも
と、山本秀樹東京都歯科医師会理事、三ツ木浩東京福祉
保健局医療政策部歯科担当課長の挨拶で始まりました。

講演Ⅱ

「食べる機能の発達」
	講師：日本大学歯学部摂食機能療法学講座	准教授　阿部　仁子
　阿部先生は日本大学歯学部付属病院で小児だけではな
く、中途障害の成人患者さんまで幅広く摂食嚥下治療に
かかわられておられます。今回のテーマである「食育」
に合わせ、小児の食に関する意義・関連する機能・成長
発達まで広い視点でお話しいただきました。
　食事は毎日の生活の中で、子どもの身体の発育だけで
なく。心の成長にとっても大切な役割を担っています。
食を通じて、愛情関係の発達、対人関係・社会性の発
達、自我の発達、身体感覚の発達、感情の発達、味覚・
味わいの発達、食べ物との関係の持ち方が育まれていき
ます。家族で一緒の食事をする子供の方が食事の社会的
意義が高く、また栄養に関する話題を頻繁に取り上げる
保育所の子供の方が食事の生物学的意義を栄養に関連付
けて理解していることから、家庭だけでなく幼稚園や保
育園での食事経験や保育者の働きかけが幼児の食行動に
影響を与えていることもわかってきました。
　乳幼児期は摂食に関する機能や行動が急速に変化発達
する時期です。無歯顎での哺乳から半年ほどで乳歯が生
え始めると同時に離乳食へ移行し、一歳半ごろで離乳が
完了するころには手と口の協調運動が取れるようになり
自食行動も盛んになります。乳歯が生えそろう三歳頃に
は自立して食事がとれるようになり、食事も大人に近い
ものになります。
　摂食嚥下機能とは、一般的には①先行期（食物を食物
と認識する）、②準備期（口に入れた食物を飲み込める
形にする）、③口腔期（飲み込める形にした食塊を咽頭
に送る）、④咽頭期（嚥下反射後に食塊が咽頭を通過し
食道へ送られる）、⑤食道期（咽頭を通ってきた食塊が
食道を通過する）、の嚥下の５期として定義され、発達
期の学習によって獲得する機能です。乳幼児の摂食機能
障害患者を診る場合には、摂食機能発達の８段階、①経
口摂取準備期、②嚥下機能獲得期、③捕食機能獲得期、
④押しつぶし機能獲得期、⑤すりつぶし機能獲得期、⑥
自食準備期、⑦手づかみ食べ機能獲得期、⑧食具（食
器）食べ機能獲得期を見ることから始まります。このう

講演Ⅰ

「食育チャレンジブックの活用法」
	 講師：母子保健医療常任委員会	委員　齋藤　嘉久
　はじめに「食育チャレンジブックの活用法」と題し、
斎藤嘉久母子保健医療常任委員会委員より東京都歯科医
師会編集で東京都福祉保健局医療政策課より発行されて
おります、食育チャレンジブックの紹介がありました。
乳幼児向けの食育支援と、高齢者向けの摂食嚥下支援の
二部構成に加え、各地区での食育の取り組みの実例も紹
介され、幅広くご活用いただける内容となっておりま
す。

齋藤嘉久　母子保健医療常任委員会委員
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ちどの段階の発達が不十分なのかを見極め、正しい機能
の獲得のためのトレーニングを行っていきます。
　今年度より保険診療に新設された口腔機能発達不全症
とは、「食べる機能」「話す機能」または「呼吸する機
能」が十分に発達していないか、正常に機能獲得ができ
ていない状態で、明らかな摂食機能障害の原因疾患を有
さず、口腔機能の定型発達において個人因子あるいは環
境因子に専門的な関与が必要な状態を示す、と定義され
ています。所定のチェック項目のうち二つ以上に該当す
るものを口腔機能発達不全症と診断します。「食べる機
能」の発達不全では①咀嚼機能（歯牙歯列の異常の有
無、偏咀嚼の有無、咀嚼回数、咬筋の動き）、②嚥下機
能（口唇閉鎖や舌突出の有無）、③食べ方（姿勢、食事
環境、むせの有無）の評価を行います。「話す機能」の
発達不全では構音機能（口唇閉鎖、舌小帯、鼻咽腔閉
鎖）を評価します。「その他」では栄養状態や呼吸の状
態（いびき、口呼吸、扁桃腺）を評価します。
　今回のご講演では実例として多くの動画をお見せいた
だき、歯科医師以外の参加者にも大変わかりやすくお話
しいただきました。口腔機能障害の治療に訪れる方の多
くは、保護者からの「食べ方が気になる」「発音が気に
なる」という相談ですが、中には保護者は気づかず幼稚
園や保育園から指摘を受けて、また小児科医から原因疾
患が不明の発育不良で摂食機能障害を疑われて紹介とい
うケースもあるそうです。口腔機能不全を見逃し放置し

ておくと成長発育だけでなく、発音に問題が残るとコ
ミュニケーション障害から社会性や精神発達にも影響を
与えることもあります。また誤った摂食嚥下機能を獲得
していると窒息や誤嚥性肺炎を引き起こす可能性もあり
ます。口腔機能障害の治療を通して養育環境が見えてく
ることがあり、根底にある原因が子ども機能障害以外に
あるということもあるそうです。治療の際には保護者の
話の内容だけではなく、客観的に広い視点から見ていく
ことが大事と、のことでご講演を占めくくられました。

　質疑応答ののち藍川愛子母子保健医療常任委員会委員
の閉会の辞をもって盛会のうちに終了となりました。

母子保健医療常任委員会委員　寺澤真樹子

講演Ⅱ　阿部仁子	先生

会場の様子
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令和元年度	東京都8020運動推進特別事業	 多職種向け食育支援講習会
	 	 ～歯と口の健康からはじめる食育支援～

■開催日：令和元年8月8日（木）

　令和元年8月8日（木）�に、歯科医師会館1階・大会議
室にて、令和元年度多職種向け食育支援講習会が開催さ
れました。本事業は東京都8020運動推進特別事業として
実施されており、「多職種向け」の趣旨にふさわしく、
当日は歯科医療関係以外の職種の方々にも多数ご参加い
ただきました。斉藤嘉久母子保健医療常任委員会委員の
司会のもと、山崎一男東京都歯科医師会会長、三ツ木�
浩東京都福祉保健局医療政策部歯科担当課長の挨拶で始
まりました。

　はじめに、大久保悟母子保健医療常任委員会副委員長
より、東京都歯科医師会編集、東京都福祉保健局より発
行されている『食育チャレンジブック』の紹介がありま
した。乳幼児への食育支援、高齢者への食育支援、これ
に加えていろいろな地域での取り組み・実践事例から
なっています。掲載されている事例やツールは、実際に
地域で取り組まれている歯と口腔づくりの成果であり、
食育に関わる様々な場で、直ぐに活用いただける内容と
なっています。

講演Ⅰ

「食育チャレンジブックの活用法」
	講師：母子保健医療常任委員会	副委員長　大久保　悟

講演Ⅱ

「希望のごはん『おいしい』がずっと続く未来へ」
	講師：料理研究家・介護食アドバイザー　保森　千枝
　クリコこと保森千枝先生は、現在、料理研究家・介護
食アドバイザーとして、講演会や料理講習会、またweb
サイトや著書の執筆などを中心に活動され、各方面でご
活躍中です。
　保森先生が、介護食をつくるきっかけになったのは、
８年前、ご主人のご病気でした。口腔底がんに歯肉が
ん、舌がんを併発。大きな切除手術で、下の歯で残った
のが奥歯1本、欠損部には太ももの組織を移植し、下顎
には麻痺が残りました。手術後は、かむ力を失い固形物
を取ることが出来なくなり、顎と舌だけで食事をするこ
とを余儀なくされます。その状況の中で、術後１カ月、
病院食の具のない味噌汁を飲んだ際のご主人の「おいし
い」のつぶやきに、先生は、かむことができなくても味
覚さえあればなんとかなるのでは、と希望を持ったそう
です。
　しかし、ご主人の食べる力は想像以上に大きく損なわ
れ、ミキサーにかけたおかずと具のない味噌汁、スープ
に近いお粥を１時間半をかけても半分も食べきれない状
態。病院で出される食事の味と見た目に、どうしても食
欲がわかず、おいしいものを食べることが大好きだった
ご主人が、すっかり食べる楽しみを失ってしまいまし
た。おいしく食べて元気になって欲しいと、かみやすく
飲み込みやすい介護食を生み出す取り組みが始まりま
す。
　保森先生は、ご主人が発病されるまでの間、ご自宅で
イタリア料理（1998年から）と和食（2009年から）の料
理教室を開かれていました。もともとお料理については
プロ。自分には料理の経験、知識、技術があるはず、と
挑みますが、それでも、初めての介護食作りは途方にく
れたそうです。
　摂食嚥下看護認定看護師に尋ねても、「やわらかいも
のなら何でもいいです」という答えしかない。ネットで
調べたり、書店に行っても、介護食レシピ本はない。当
時は市販の介護食品は少なく、ご主人の口にあうものが
ない。相談窓口もない…。

講演Ⅰ　大久保　悟　母子保健医療常任委員会副委員長
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　一日中キッチンにこもり、時間と労力のかかる日々が
続きます。それでもご主人においしく食べて元気になっ
て欲しいとの一心から試行錯誤を重ねると、やがてコツ
をつかみ、見た目にも食欲をそそり、ご主人に喜ばれる
料理が出来るようになってきました。辛かった介護食づ
くりが一転、なんて楽しいんだろうと思うようになられ
たそうです。
　考案された介護食が次々に紹介されました。野菜を柔
らかく茹でてつぶしたピュレを小分けし冷凍保存した
「野菜ピュレ」。これを他の食材と組み合わせることで
主食からデザートまでバリエーション豊かな料理を作る
ことができ、単に介護食としてだけではなく、家族皆で
楽しめる料理になります。肉料理も、発想の転換で完成
品をミキサーにかけるのではなく、ミキサーにかけた肉
ダネを薄くのばして作った「ふわふわシート肉」を考
案。これは、様々な柔らかい肉料理のベース素材として
活用できます。揚げればご主人の大好物のとんかつと
そっくりで非常に喜ばれたそうです。同様の発想で、海
老の形に成型した海老すり身、ホタテの形をしたホタテ
すり身…柔らかい魚介料理を作ることにも成功。美味し
そうなレシピが続々と続きました。
　見た目が大事ということで、「流動食はタテに積み、
立体的に演出する」こともポイントとして指摘されてい
ました。紹介されるお料理は、ほんとうに盛り付けがた
いへん綺麗で、それを表現する写真もまた鮮やかで美し
く、見るからにとても美味しそうです。かむ力、飲み込
む力が弱くなってしまった方にもおいしいものを食べた

いという意欲を湧かせ、それにこたえるレシピだと思い
ました。
　「美味しく食べることが心身をはぐくむ。食べること
は生きることそのもの。」ご主人の闘病をささえる形で
の介護食づくりに励まれた先生の言葉はとても説得力の
あるものでした。
　病気であったり、高齢化であったり…かむ・飲み込む
力が弱くなって食べる楽しみを失いかけそうな方、一
方、そんな家族のための介護食づくりに悩む方も少なく
ないかと思われます。そのような方々に非常に励みにな
るだろうと思うご講演でした。

　質疑応答ののち、閉会の辞をもって、盛会のうちに本
講習会は終了となりました。

母子保健医療常任委員会委員　藍川　愛子

講演Ⅱ　クリコこと保森千枝	先生

会場風景
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あとがき

編 纂

　本冊子の一部改訂に伴い、まずはご協力頂いた多くの方々と編集にご尽力頂いたすべて
の方々に、この場をお借りして感謝申し上げます。
　この「食育チャレンジブック」は、既刊の「食育サポートブック」を受け継ぐ形で平成
27 年に作成されたもので、5年後の今も、各自治体で実践している食育のさまざまな取組
を紹介する、他に類をみない冊子として、本会で実施している研修会等で配布をする際に
は、大変ご好評をいただいております。
　摂食は生まれてから身体や機能の発達の中で、学習により体験・進化してきたものです
から、対象者の年齢により、その時々で特徴もあり、また食育のスキルに対しても工夫が
必要です。乳幼児から高齢者まで、歯と口の健康からはじめる健康づくりにおいて、歯科
医療・保健だけでなく、本書が食育という切り口を通して、健康づくりに係わる多職種の
方々の考える種（ヒント）になれば幸いです。
　昨今は新型コロナウイルスの影響で、誰も経験したことのない未知の脅威にさらされて
おり、中止または延期で実施できていない取組も多いと思います。
今回の一部改訂により、さらにアップデートされた各種取組の活動と知恵を、本冊子

を通して知って頂き、安心安全な暮らしを取り戻した際には、それぞれの地域社会の現場
で活かして頂くことを心より祈念いたします。

公益社団法人　東京都歯科医師会
� 公衆衛生担当理事　髙品　和哉

公益社団法人　東京都歯科医師会

	 副　会　長	 勝　俣　正　之
	 理　　　事	 髙　品　和　哉

【母子保健医療常任委員会】

	 委　員　長	 山　口　　　学
	 副 委 員 長	 藍　川　愛　子
	 	 大久保　　　悟
	 委　　　員	 古　藤　真　実
	 	 斉　藤　嘉　久
	 	 大　仲　潤　子
	 	 糠　信　安　宏
	 	 黒　田　俊太郎
	 	 吉　中　　　律
	 学　　　識	 新　谷　誠　康
	 行　　　政	 田　村　道　子
	 	 （東京都福祉保健局　医療政策部歯科担当課長）
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